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現状の再確認をしてみませんか?

第６２号

男　性　　　８７２人（-２）

女　性　　　８６５人（+4）

世帯数　　８０５世帯（+２）

　　飯田地区まちづくり協議会

　　飯田公民館

　　ＴＥＬ　０９７３－７９－２２５１

飯田地区人口（令和２年6月30日）

人　口　１，７３７人（+１）

　令和　２年　7年17日

　　編集・発行

　これまでも公民館だよりで取り上げてきた支え愛・助け愛マップ作りについてですが、飯田地区
でどれだけの実施率があるのか調べたところ、中部地区が５０％、東部地区が１００％、西部地区
が０％という状況であることがわかりました。
　東部地区では2015年に全行政区で実施しており、特に花牟礼・湯沢地区については2018年
に2度目の実施をして更新作業を行っています。この結果を載せたのは、おそらく支え愛・助け
愛マップ作りが未だに広く周知ができていないと思い掲載しました。
　支え愛・助け愛マップ作りは民生委員の方や、区長さんを通じて実施しています。特に事前準
備はなく、組寄りなどで皆さんが集まる時に、住んでいる地区の現状について皆さんと一緒に情
報の共有をすることを目的としています。この支え愛・助け愛マップ作りを行っている地区と、そ
うでない地区で緊急時の動きが全く変わります。
　皆さんは自分たちが住んでいる地区にどのような方が住んでいて、どのような交流をしていて、
緊急時にどう動くか情報の共有は出来ていますか?
　このマップ作りは一度実施したら終わりではありません。定期的に更新をしていかなければ意
味がありません。意外と知らない地域の情報を皆さんで共有しましょう。

災害に応じた行動を！！
　今回の大雨により九重町内で大きな被害が発生しています。新型コロナウイルスによる規制が
緩和された矢先の災害ということで、不安になっている方もいるのではないでしょうか。
　飯田地区内でも複数個所で被害が発生しており、通行止めの道などがあります。皆さんも外出
される際はスピードを出さず注意しながら運転をしてください。
　今後も最悪の状況に備え、避難グッズ等の準備、近所の人たちとの連絡体制を決めておき、
お互いに助け合いながら災害に備えておきましょう。
私は大丈夫という考え方が最悪の被害に繋がります！！

飯田地区まちづくり協議会 ・ 飯田公民館だより 
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部会の活動 始まる！ ～部会を開催し、年間計画を話し合う～ 
 
《 環境部会 》 

【部会長】渡辺格雄氏【副部会長】赤峰正芳氏

６月２６日（金）１９時３０分～ 飯田公民館 

＜今年度の主な事業＞ 

①防災活動～避難訓練（マップ作りとの関連） 

時期は１１月９日の全国火災予防運動頃 

②交通安全・防犯等対策事業～交通安全教室 

時期は交通安全週間に合わせて 

③カーブミラーの清掃 

現状を点検し、結果を見て、１０月頃実施 

④環境保全活動 

特定外来生物オオハンゴンソウの駆除 

７月１８日（土）９時、飯田公民館に集合 

夏の作業は花芽摘み、抜根は秋に実施 

《 体育・健康福祉部会 》 

【部会長】荒井博幸氏【副部会長】熊谷美月氏

６月３０日（火）１９時００分～ 飯田公民館 

＜今年度の主な事業＞ 

①飯田高原ウォーキング 

「熊の墓」向かいの「名号石」まで 

時期は１０月下旬から１１月頃実施 

②地域・親子ふれあいの場ナイター無料開放 

今年は８月、９月、１０月の第３金曜日 

内容は花火大会・グランドゴルフ・屋外 

ゲームなどを予定。 

③感染症予防講座の開催 

新型コロナウィルスなど感染症予防対策 

について学習します。時期は未定。 
 

《 教育文化部会 》 

【部会長】安部道和氏【副部会長】相沢加代子

氏７月１日（水）１９時００分～ 飯田公民館 

＜今年度の主な事業＞ 

①旧道調査～下畑から湯坪に向ける道など 

時期は未定。 

熊の墓～寺床の生物多様性の調査・確認 

②飯田歴史マップ作り 

昔（昭和３０年代）の街並み調査 

今年度は、「筌ノ口」のマップ作り 

調査は随時進めていく。第１回は 7/21 

１１月頃、皆さんと散策（ブラタモリ風） 

※調査や散策の時は、ゴミ袋を持ってゴミ拾い

も並行して行う。 
 

７月は、社会を明るくする運動月間です‼ 
 

“社会を明るくする運動”～犯罪や非行を防

止し、立ち直りを支える地域のチカラ～は、す 

べての国民が、犯罪や非行の防止と犯罪や非行

をした人たちの更生について理解を深め、それ

ぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行の

ない安全で安心な明るい地域社会を築くため

の全国的な運動で、今年（令和２年）で７０回

目を迎えます。 

できることから始めませんか？ 

 立ち直ろうとする人を受け入れ、支える方法 
 

は様々です。犯罪や非行から立ち直ろうとする 

人に、あなたなら何ができるかを考え、できる

ことから一緒に始めてみませんか？ 

【主唱／法務省】 

 

 

 

 

 

             

《 言葉の原則 》 
 
ある詩人が、「うれしい言葉は流れやすいか

らたくさん言う」「つらい言葉は１回か２回で

止める」。この原則を実践すれば自分の周囲は

もっと明るくなります、と。言葉とは、それを

発する人の「心のまなざし」であり、たとえそ

の言葉が本意でなくても、そのまなざしで相手 

と向き合おうとする姿勢は確実に伝わる。 

まさに「災いは口より出でて身を破る。幸い

は心より出でて我を飾る。」です。（新聞記事より抜粋） 

 人と人の距離をとることが求められる「今」

だからこそ、心の距離を近づける言葉を届ける

ようにしたいものです。      

 




